
２
月
５
日
（
日
）
に
拡
大
統
一

行
動
を
行
い
、
役
員
10
人
と
書
記

２
人
、
本
部
か
ら
応
援
に
来
た
小

山
田
書
記
次
長
を
加
え
た
計
13
人

で
32
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
行
動
し
、

そ
れ
ぞ
れ
粗
品
と
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
携
え
、
各
事
業
所
に
向
か
い

ま
し
た
。
訪
問
先
で
は
、
改
め
て

組
合
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
未
加

入
者
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

有
限
会
社
島
村
建
設
さ
ん
を
訪

問
し
た
際
に
は
、
鈴
木
組
織
部
長

よ
り
「
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
建

設
業
の
方
と
知
り
合
う
機
会
が
あ
っ

た
ら
組
合
事
務
所
に
連
絡
し
て
ほ

し
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

代
表
取
締
役
の
島
村
満
さ
ん
は
、

「
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
連

絡
し
ま
す
。
組
合
に
は
様
々
な
相

談
に
乗
っ
て
頂
い
て
い
る
の
で
助

か
っ
て
ま
す
。
協
力
し
ま
す
。
」

と
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
組
合
活
動

に
理
解
を
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
４

ら
月
１
日
ま
で
を
拡
大
月
間
と
し

ま
し
た
。
鳩
ヶ
谷
地
区
本
部
で
は
、

こ
の
期
間
に
新
規
加
入
者
を
ご
紹

介
頂
い
た
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
２
０

０
０
円
と
現
金
５
０
０
０
円
を
進

呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

以
下
の
通
り
第
21
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
14
日
（
日
）

午
前
11
時
30
分
開
会

【
会
場
】

竹
江

（
川
口
市
桜
町
１
の
５
の
３
）

【
定
員
】

25
名
（
先
着
順
）

【
議
事
】

①
２
０
２
２
年
度

経
過
報
告
・
決
算
報
告

②
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針
・
予
算
案

③
一
部
役
員
改
選

④
そ
の
他

同
封
の
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
出

欠
を
ご
記
入
の
上
、
返
信
を
お

願
い
し
ま
す
。
欠
席
の
方
は
委

任
状
欄
も
ご
記
入
の
上
、
返
信

を
お
願
い
し
ま
す
。
お
手
数
で

す
が
、
４
月

28
日
（
金
）
必
着

で
お
願
い
し
ま
す
。

昨年の未達成をバネに
春の拡大月間目標達成

２
月
か
ら
始
ま
っ
た
春
の
拡
大
月
間
は
、
17
・
５
人
拡
大
（
４
月
１
日
時
点
）
と
な
り
、
拡
大
目
標

の
７
名
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
建
設
埼
玉
の
全
地
区
本
部
が
拡
大
目
標
を
達
成
し
て
お
り
、
埼

玉
県
各
地
の
仲
間
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

達成しよう

組織数700人

発 行
建設埼玉 鳩ヶ谷地区本部

〒334-0013
川口市南鳩ヶ谷4-24-20

TEL 048-287-0066
FAX 048-287-0068

http://ken-hatogaya.com

快く迎えてくれた島村満代表取締役（左）と鈴木組織部長（右）

（１） ２０２３年４月１日 第１０９号は と が や

２
月
５
日
（
日
）
の
拡
大
統

一
行
動
と
は
別
に
、
鳩
ヶ
谷
地

区
本
部
の
役
員
が
協
力
し
、
昨
年

回
っ
て
い
な
い
組
合
員
さ
ん
宅
へ

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
留
意
し
て
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
で
の
拡
大
行
動
に
変
更
し
て
組

織
拡
大
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
役

員
14
人
が
分
担
し
て
組
合
員
75
人

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
従
業
員
の
組
合
加
入
や
未
加

入
者
情
報
の
提
供
な
ど
を
依
頼
し

ま
し
た
。
薄
井
委
員
長
は
、
「
組

合
に
と
っ
て
人
数
は
力
に
な
る
た

め
、
一
番
重
要
な
活
動
に
な
る
。

多
く
の
人
に
呼
び
掛
け
を
行
い
、

こ
の
よ
う
な
拡
大
行
動
を
根
気
よ

く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
」

と
、
拡
大
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見

せ
ま
し
た
。

鳩
ヶ
谷
地
区
本
部
の
組
織
人
数

は
、
期
首
６
８
０
人
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
７
０
０
人
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ポスティングに向かう薄井委員長

今
期
の
目
標
は
７
０
０
人

継
続
的
な
拡
大
行
動
を

拡
大
月
間
中
は
御
礼
を
増
額

新規組合員を募集

紹介者にクオカード2,000円プレゼント

さらに、鳩ヶ谷地区本部から
現金3,000円を上乗せでプレゼント

身近な仲間をご紹介ください

組合に新規加入者を紹介すると…

↓

お気軽にお問い合わせください♪

―告示―

鳩ヶ谷地区本部

第21回
定期大会開催

ハ
ガ
キ
を
返
信
し
て
下
さ
い

２０２２年度を総括

はとがや



２
月
24
日
（
金
）
、
建
設
埼
玉

会
館
に
て
「
第
１
０
９
回
建
設
国

保
組
合
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
実
施
と
な

り
、
41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
題
は
２
０
２
３
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
で
、
主
に
２
０
２

３
年
４
月
か
ら
の
保
険
料
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。
納
付
金
や
医

療
費
の
増
加
に
伴
い
、
国
保
財
政

の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
保
険
料
の
改
定

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
２
０
２
３
年
度
４
月
以
降
の

保
険
料
改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
は
、
２
０
２
２

年
度
と
比
較
し
て
種
別
区
分
を
よ

り
細
か
く
分
け
、
介
護
保
険
料
と

と
も
に
各
表
の
通
り
改
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
支
給
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
被
保

険
者
が
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
る
分
娩
機
関
（
病
院
・

診
療
所
・
助
産
所
な
ど
）
で
出
産

し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
「
出
産

育
児
一
時
金
」
に
つ
い
て
は
、
一

児
に
つ
き
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
（
昨
年
度
ま
で
は
42

万
円
の
支
給
）
産
科
医
療
補
償
制

度
に
未
加
入
の
場
合
は
48
万
円
を

支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

建
設
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る

組
合
員
の
皆
様
は
、
４
月
か
ら
建

設
国
保
料
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
月
々
の
引
落
し
金
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
個
々
人
の
保
険
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
中
旬
に

建
設
国
保
か
ら
「
国
民
健
康
保
険

料
決
定
通
知
書
（
白
地
に
緑
文
字

の
ハ
ガ
キ
）
」
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
確
認
及
び

改
定
後
の
金
額
に
合
わ
せ
た
入
金

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
会
議
に
お
い
て

提
案
さ
れ
た
２
０
２
３
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
は
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
被
保
険
者
の
皆
様
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
本
部
が
発
行
す
る

機
関
紙
「
建
設
埼
玉
」
２
０
２
３

年
４
月
号
に
折
込
さ
れ
る
「
国
保

だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
保
存
方

式
）
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で

す
。
組
合
は
、
全
国
の
仲
間
と
連

携
し
、
中
止
・
延
期
を
求
め
る
反

対
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
導

入
さ
れ
て
し
ま
え
ば
多
く
の
組
合

員
さ
ん
に
影
響
す
る
重
要
な
制
度

で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解

を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め

に
は
、
「
適
格
請
求
書
発
行
業
者
」

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で

す
。
登
録
申
請
は
、
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
で
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。導

入
開
始
と
同
時
に
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
出
来
る
事
業
者
に
な
る

た
め
に
は
、
９
月
末
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
登
録
番

号
の
発
行
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る

た
め
、
７
月
頃
ま
で
の
申
請
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
と

負
担
が
増
え
ま
す
。
そ
う
な
る
こ

と
を
見
越
し
て
今
後
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
必
要
な
手
続
き
を
把
握
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め

に
は
、
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
申
請
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
簡
易
課
税
を
選

択
す
る
場
合
は
２
０
２
３
年
内
に

「
簡
易
課
税
選
択
届
出
書
」
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
支
払
が
増
え
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
資
金
繰
り

ま
ず
は
、
自
身
が
ど
の
程
度
の

負
担
増
に
な
る
か
計
算
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
簡
易
課
税
を
選
択
し
た

場
合
、
材
料
を
仕
入
れ
て
い
る
方

は
年
間
売
上
（
税
抜
）
の
３
％
、

手
間
請
け
の
方
は
４
％
に
な
り
ま

す
。
現
在
審
議
さ
れ
て
い
る
激
変

緩
和
措
置
が
導
入
さ
れ
た
場
合
は
、

両
者
と
も
最
初
の
３
年
間
は
２
％

に
な
り
ま
す
。
消
費
税
は
年
１
回

３
月
ま
た
は
４
月
に
ま
と
め
て
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
消
費
税
を
支
払
え
る
だ
け
の

お
金
を
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

③
取
引
先
と
の
話
し
合
い

事
前
に
話
し
合
う
こ
と
で
後
の

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

免
税
事
業
者
の
ま
ま
で
取
引
を
継

４
月
に
お
子
様
が
小
学
校
ま
た

は
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
場
合
、

組
合
よ
り
就
学
祝
金
（
１
万
円
）

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
建
設
国
保
に

加
入
し
て
い
る
方
は
事
務
所
よ
り

確
認
の
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

続
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

な
お
、
鳩
ヶ
谷
地
区
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

建
設
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
で
は

把
握
出
来
な
い
た
め
、
申
し
出
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場

合
は
「
組
合
員
本
人
名
義
の
振
込

先
が
分
か
る
も
の
」
と
「
世
帯
全

員
・
続
柄
入
の
住
民
票
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

ご
用
意
の
上
、
組
合
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
保
険
料
が
改
定

第
１
０
９
回
建
設
国
保
組
合
会

２０２３年４月１日 は と が や 第１０９号（２）

【介護保険料】 （2023年4月改定）

区分 2022年度 2023年度

特1（40～64歳の法人代表者） 4,000円 4,700円

第1種（40～64の個人事業主） 3,600円 4,200円

第2種（40～64歳の一人親方） 3,300円 3,900円

第3種（40～64歳の男子従業員） 2,900円 3,400円

第4種（40～64歳の女子従業員） 2,900円 3,400円

家族（40～64歳の家族） 2,800円 2,800円

【建設国保料】 （2023年4月改定）

区分 2022年度 2023年度

特1種A(40歳以上の法人代表者)

28,200円

29,100円

特1種B(30歳から39歳の法人代表者) 23,700円

特1種C(25歳から29歳の法人代表者) 16,400円

特1種D(25歳未満の法人代表者) 13,400円

第1種A(40歳以上の個人事業主)

25,800円

26,700円

第1種B(30歳から39歳の個人事業主) 23,500円

第1種C(25歳から29歳の個人事業主) 16,200円

第1種D(25歳未満個人事業主) 13,200円

第2種A(50歳以上の一人親方) 22,400円 23,200円

第2種B(35歳から49歳の一人親方) 22,000円 22,800円

第2種C(30歳〜34歳の一人親方) 17,700円 18,400円

第2種D(25歳〜29歳の一人親方) 10,900円 11,300円

第2種E(25歳未満の一人親方) 8,900円 9,300円

第3種A(35歳以上の男子従業員) 17,500円 18,200円

第3種B(30歳から34歳の男子従業員) 17,100円 17,800円

第4種(30歳上の女子従業員) 15,000円 15,500円

第5種(25歳から29歳の従業員) 10,400円 10,800円

第6種(25歳未満の従業員) 8,500円 8,800円

家族（未就学児以外） 4,600円 4,600円

家族（未就学児） 3,600円 3,600円

引
落
し
金
額
の

変
更
に
注
意
！

事
業
所
加
入
の
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
の
更

新
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
の
方
に
は
３
月
上

旬
に
郵
送
で
ご
案
内
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
封
の
「
労
働
保
険

料
算
定
内
訳
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
頂
き
、

組
合
事
務
所
ま
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
お
願
い
し
ま
す
。

雇
用
保
険
加
入
事
業
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
同

封
の
「
職
員
別
給
与
支

払
表
」
に
令
和
４
年
４

月
分
か
ら
令
和
５
年
３

月
分
ま
で
の
給
与
支
払

総
額
を
月
毎
・
個
人
毎

に
ご
記
入
頂
き
、
組
合

事
務
所
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
を

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
後
、
頂
き
ま
し

た
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
内
容
を
基

に
保
険
料
を
計
算
し
、

各
事
業
所
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
支
払
い
頂

く
保
険
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
登
録
済
引
落
口

座
が
あ
る
方
は
、
５
月

15
日
（
月
）
に
登
録
口

座
よ
り
引
落
し
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
事
務
所
に
て
納

付
ま
た
は
振
込
で
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
労
災

保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
労
災
事
故
等
あ
っ

た
場
合
、
多
額
の
治
療

費
等
が
発
生
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
万
が
一
に
備
え
て

必
ず
労
災
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

【
更
新
手
続
き
期
間
】

４
月
28
日
（
金
）
ま
で

【
引
落
日
】

５
月
15
日
（
月
）

更新手続きを忘れずに

事業所労災・雇用保険

イ
ン
ボ
イ
ス

導
入
に
向
け
て

近年、事故が増えています

入
学
お
め
で
と
う

就
学
祝
金

鳩ヶ谷

ＨＰ

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度


